
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

囲
ま
れ
た
地
域
が
多
く
、
観
光
地
、
名

所
史
跡
に
お
け
る
通
話
不
能
地
域
が

多
く
み
ら
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
る
観

光
客
の
方
々
か
ら
も
強
い
要
望
・
苦
情

を
聞
き
ま
す
。 

若
い
世
代
に
お
い
て
は
、
携
帯
電
話 

で
通
話
で
き
な
い
地
域
で
の
観
光
等

施
設
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
の
こ
と
は
、
施
設
を
管
理
運
営
す

る
上
か
ら
も
大
き
な
損
失
と
と
も
に

課
題
で
あ
り
、
郡
上
の
商
工
観
光
等
産

業
振
興
を
図
る
上
で
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

あ
わ
せ
て
、
山
間
地
の
郡
上
こ
そ
、

全
域
に
わ
た
り
携
帯
電
話
通
話
が
必

要
な
地
域
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
携
帯

電
話
通
話
の
た
め
の
事
業
を
進
め
る

こ
と
は
、
郡
上
市
の
財
源
負
担
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
電
話
会
社
に
要
望

し
、
会
社
負
担
に
よ
っ
て
出
来
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
早
期
解

 

郡
上
市
内
温
泉
入
浴
料
の

見
直
し
！ 

 

十
月
一
日
よ
り
、
公
共
温
泉
施
設
の

入
浴
料
の
見
直
し
、
民
間
温
泉
施
設
入

浴
料
助
成
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

 

●
公
共
温
泉
の
入
浴
料
が
、
満
７
０
歳

以
上
の
方
（
高
齢
者
入
浴
カ
ー
ド
必
要
）

と
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
、
一

０
０
円
（
大
和
温
泉
二
〇
〇
円
）
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

美
並
の
子
宝
の
湯
も
大
人
二
五
〇
円

か
ら
一
〇
〇
円
と
な
り
ま
し
た
。 

 

●
民
間
温
泉
施
設
の
入
浴
料
に
対
し
て

も
満
７
０
歳
以
上
の
方
と
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
は
、
一
０
０
円
の
助
成

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
（
但
し
、
割
引

券
を
地
域
事
務
所
で
交
付
必
要
） 
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と
か
ニ
ー
ト
と
い
う
若
者
が
否
定
で

き
な
い
現
状
に
あ
る
。 

 

今
後
は
、
青
年
が
参
加
し
や
す
い
社

会
的
行
事
を
ど
う
仕
組
ん
で
い
く
か
、

公
民
館
活
動
等
研
修
の
場
の
設
定
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。 

あ
わ
せ
て
、
社
会
教
育
委
員
会
等
で

も
十
分
話
し
合
い
、
一
層
若
者
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
行
政
上
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
必
要
か
等
、
今
後
検
討
課
題
に
し

て
い
く
。 

      

消
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
が
、
通
話
不

能
地
域
の
早
期
解
消
に
向
け
て
今
後

の
整
備
見
通
し
、
要
望
対
応
に
つ
い

て
如
何
か
。 

答
弁
：
総
合
政
策
部
長 

携
帯
電
話
の
不
通
話
地
域
は
市
域

全
体
で
３
１
ヵ
所
、
４
７
３
世
帯
、

人
口
１
，
５
８
６
人
と
い
う
状
況
に

あ
り
ま
す
。
関
係
業
者
に
対
し
て
鋭

意
要
望
活
動
等
更
に
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
。
ま
た
、
郡
上
市
が
持
っ
て

い
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
基
盤
を
活
用

し
て
例
え
ば
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と
共
同

で
整
備
を
し
て
い
く
こ
と
も
、
鋭
意

努
力
し
た
い
。 

答
弁
：
市
長 

携
帯
電
話
で
は
大
変
御
不
便
を
か

け
て
お
り
ま
す
が
、
市
の
施
設
、
光

ケ
ー
ブ
ル
等
を
最
大
限
に
活
用
す
べ

く
、
現
在
、
提
案
し
期
待
を
持
っ
て

い
ま
す
。
絶
え
ず
根
気
に
要
望
活
動

を
し
て
、
一
日
も
早
く
不
感
地
帯
の 

こ
の
よ
う
な
時
代
、
時
こ
そ
郡
上
市

青
年
層
の
組
織
化
を
は
じ
め
、
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
若

い
年
代
層
の
日
常
生
活
に
お
け
る
基

本
的
行
動
意
識
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
昨

今
、
花
婿
、
花
嫁
大
学
等
、
若
者
が
気

軽
に
、
遊
び
心
で
参
加
で
き
、
基
本
的

事
項
を
学
び
体
験
で
き
る
た
め
の
場

作
り
、
あ
わ
せ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
等
に
よ

る
若
者
の
組
織
づ
く
り
も
必
要
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
郡
上
市
内
は
も

ち
ろ
ん
郡
上
市
以
外
か
ら
も
若
い
人

達
が
参
加
さ
れ
、
研
修
・
交
流
を
通
じ

て
人
づ
く
り
対
策
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
夢
と
希
望
が
も
て

「
次
代
を
担
う
真
の
郡
上
人
づ
く
り
」

の
青
年
層
の
具
体
的
対
策
・
組
織
化
を

望
む
が
如
何
か
。 

答
弁
：
教
育
長 

郡
上
市
に
お
い
て
も
、
フ
リ
ー
タ
ー 

答
弁
：
市
長 

 

建
設
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

審
議
会
、
議
会
の
皆
さ
ん
の
御
意
見
を

集
約
す
る
中
で
、
今
後
、
国
の
動
き
を

見
な
が
ら
進
め
た
い
。
公
平
、
平
等
に 

対
し
て
は
、
合
併
以
前
の
町
村
の
配
分

枠
は
あ
る
が
、
極
力
公
平
な
目
で
基
盤

整
備
等
は
進
め
た
い
。 

 

質
問
② 

携
帯
電
話
通
話
不
能
地
域
解
消 

 

現
在
、
携
帯
電
話
の
利
便
性
と
重
要

性
は
年
齢
を
問
わ
ず
、
日
常
生
活
の
中

で
欠
か
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
郡
上
市
内
に
お
い
て
通
話

不
能
地
域
が
ま
だ
か
な
り
あ
り
、
あ
ま

り
通
話
地
域
拡
大
の
進
展
が
見
ら
れ

ま
せ
ん
。 

特
に
若
い
世
代
か
ら
も
通

話
不
能
地
域
の
解
消
に
つ
い
て
強
い

希
望
が
あ
り
ま
す
。 

あ
わ
せ
て
、
郡

上
市
内
に
お
け
る
観
光
地
は
山
林
に 

な
い
よ
う
に
努
力
し
た
い
。 

 

質
問
③ 

次
代
を
担
う
人
づ
く
り
対
策 

今
後
の
郡
上
市
を
担
う
人
づ
く
り
対

策
は
最
も
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

特
に
青
年
層
に
つ
い
て
、
以
前
は

全
て
の
地
区
に
青
年
会
、
青
年
団
と

い
う
組
織
が
あ
り
、
組
織
活
動
を
通

じ
て
地
域
連
携
、
人
材
育
成
、
地
域

貢
献
が
な
さ
れ
自
然
な
か
た
ち
で
人

づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。 

 

近
年
、
青
年
層
の
一
部
に
お
い
て
は

フ
リ
ー
タ
ー
、
ニ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る

若
者
も
増
え
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
職
場
等
に
お
け
る
小
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
活
動
、
行
動
が
中
心
と

な
っ
て
お
り
、
現
在
、
青
年
層
の
組

織
と
し
て
は
、
消
防
団
が
唯
一
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

子宝の湯 

お 願 い 
この度、第７号の「みなみの声」にて、郡上市９月議

会定例会の概要を報告させていただきました。今後と

も皆様方の身近な問題・課題・思い・願い、何でも結

構ですので皆様のお声を、是非左記にお寄せいただき

ますとともに、一層のご指導を賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 


